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「
中
退
共
」は
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
、
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。

①
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

②
外
部
積
立
型
で
ラ
ク
ラ
ク
管
理
！

運
用
の
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
掛
金
は
全
額
非
課
税
！
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
、
他
の

退
職
金
・
企
業
年
金
制
度
等
と
の

資
産
移
換
も
可
能
で
す
。

※
一
部
対
象
外
あ
り

▼
加
入
申
し
込
み

　
　

お
近
く
の
金
融
機
関
等
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。事
業
主
が

中
退
共
と「
退
職
金
共
済
契
約
」を

結
び
、共
済
手
帳
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
掛
金
納
付

　　

毎
月
の
掛
金
は
全
額
事
業
主
負

担
で
、
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら

振
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

▼
支
払
い

　　

退
職
し
た
従
業
員
の
請
求
に
基

づ
き
、
中
退
共
か
ら
退
職
金
が
直

接
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
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「
S
マ
ー
ク
」は
、

消
費
者
の
皆
さ
ん

に
３
つ
の
S
を
約

束
し
ま
す
。

　
●　

安
心（
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ
）

　
●　

安
全（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）

　
●　

清
潔（
Ｓ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

　
　

高
知
県
で
は
、
理
容
・
美
容
・
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
３
業
種
で
、厚
生
労

働
大
臣
の
認
め
た
ル
ー
ル
に
従
っ

て
、
安
心
・
安
全
・
清
潔
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
お
店
を
標
準

営
業
約
款
登
録
店
舗
と
し
、「
S

マ
ー
ク
」の
表
示
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　
　

毎
年
11
月
を「
標
準
営
業
約
款

普
及
登
録
促
進
月
間
」と
し
て
、消

費
者
の
皆
さ
ん
に
S
マ
ー
ク
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、営
業
者
の

方
に
は
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。お
近
く
の
店
先
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　

公
益
財
団
法
人　
高
知
県
生
活

衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
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11
月
１
日（
火
）〜
10
日（
木
）の

10
日
間
、「
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
き
け
ん
で
す　

む
り
な

　　　　　　

お
う
だ
ん　
い
の
ち
と
り
」

　
　

昨
年
度
も
踏
切
事
故
が
四
国

四
県
で
15
件
発
生
し
、
鉄
道
・
軌

道
運
転
事
故
の
５
割
を
占
め
、こ

れ
に
よ
り
４
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

踏
切
事
故
は
、
一
旦
発
生
す
る

と
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
高
く
、そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
直
前
横
断
（
遮
断
機
く
ぐ
り
、

突
破
、
警
報
無
視
・
一
時
停
止
確

認
の
不
履
行
）
と
停
滞
（
退
出
不

能
）・
落
輪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
踏

切
通
行
者
の
マ
ナ
ー
向
上
が
望
ま

れ
ま
す
。

　　

踏
切
に
進
入
す
る
前
に
は
一
旦

停
止
し
て
安
全
確
認
し
、
警
報
機

が
鳴
っ
た
ら
必
ず
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　

踏
切
事
故
防
止
推
進
協
議
会

事
務
局
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日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
夜
の
時

間
が
長
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。夜

の
運
転
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
を

発
見
し
づ
ら
く
、大
変
危
険
で
す
。

■
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　

●　

夜
間
は
交
通
量
が
少
な
く
、つ
い

ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
く
な
り
が
ち
で

す
。速
度
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

視
力
も
昼
間
に
比
べ
る
と
低
下

し
ま
す
。
昼
間
以
上
に
安
全
確
認

を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

先
行
車
や
対
向
車
が
い
な
い
時

は
、ハ
イ
ビ
ー
ム（
遠
目
）で
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ

　
　

暗
い
時
間
帯
は
、
車
の
運
転
者

か
ら
歩
行
者
や
自
転
車
が
見
え
づ

ら
く
大
変
危
険
で
す
。
す
ぐ
に
手

の
届
く
所
へ「
反
射
材
」
を
置
き
、

有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

●　

歩
行
者
の
方
は
、明
る
く
目
立
つ

色
の
服
装
と
反
射
材
を
着
用
し
、

ラ
イ
ト
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

●　

自
転
車
の
方
は
、早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
と
反
射
材
を
活
用
し
、
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

道
路
横
断
は
、
信
号
機
が
あ
る

明
る
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
☎
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ー
0
1
1
0
）

　
　

児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を

絶
た
ず
報
道
さ
れ
、
幼
い
尊
い
命

が
奪
わ
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
起
こ
る

児
童
虐
待
は
、ど
の
家
庭
で
も
起

こ
り
う
る
問
題
で
あ
り
、子
ど
も
だ

け
で
な
く
、虐
待
す
る
保
護
者
へ
の

支
援
も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

虐
待
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、地

域
み
ん
な
で
子
ど
も
や
子
育
て
中

の
家
庭
を
温
か
く
見
守
り
、
虐
待

予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◆
児
童
虐
待
の
種
類

　

●　

身
体
的
虐
待
…
殴
る
、蹴
る
、溺

れ
さ
せ
る
、戸
外
に
閉
め
出
す
等

　

●
　

性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的

行
為
、性
的
行
為
を
見
せ
る
、ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
等

　

●
　

ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め

る
、食
事
を
与
え
な
い
、不
潔
な
ま
ま

に
す
る
、自
動
車
内
等
に
放
置
す
る
等

　

●　

心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅

か
し
、
無
視
、
兄
弟
間
差
別
、
子
ど

も
の
前
で
行
わ
れ
る
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）等

◆
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

　　

福
祉
事
務
所
や
児
童
相
談
所
に

相
談（
通
告
）し
て
く
だ
さ
い
。皆
さ

ん
の
電
話
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。

一
刻
を
争
う
よ
う
な
緊
急
の
場
合

は
警
察
に
110
番
通
報
し
、
子
ど
も

の
安
全
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
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ー
0
1
1
0
）

子
育
て
世
代
に
の
い
ち
動
物
公
園
の
パ
ス
ポ
ー
ト
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。
こ
の
間
友
だ
ち
と
行
き
ま
し
た
。
カ
ン
ガ
ル
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
を
見
て
、
そ
の
迫
力
に
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。 

広

報

へ

の

ご

意

見

Ｓ
マ
ー
ク
「
標
準
営
業
約
款

制
度
」を
ご
存
知
で
す
か
！

　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
「
中
退
共
」の
退
職
金
制
度

●　問い合わせ　●　香南市消防本部　予防課　☎５５‐４１４３

市のうごき　（Ｒ4.9.30現在） 〔　 〕は昨年同月対比

■人口／33,057人 

　　（男／16,079人 女／16,978人）

■世帯／15,377戸

■出生／17人　 　■死亡／47人

■転入／94人　 　■転出／82人

■対前月人口比／18人減

７月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

1件〔2件減〕

157件〔42件増〕

P
警 察警 察

police station

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

３
年
ぶ
り
に
孫
の
運
動
会
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
昨
年
一
昨
年
と
保
護
者
し
か
見

に
行
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
孫
に

と
っ
て
小
学
校
最
後

と
な
る
運
動
会
を
、

私
は
と
て
も
楽
し
み

し
て
い
た
か
ら
。

　
　

会
場
の
入
り
口
に
は
、ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
が
置
か
れ
、
場
内
に
は
万

国
旗
も
来
賓
席
や
敬
老
席
の
テ
ン

ト
も
な
い
。保
護
者
や
見
に
来
た
人

は
、
密
を
避
け
た
感
じ
で
席
を
構

え
、以
前
と
は
違
う
雰
囲
気
だ
。

　

開
会
式
も
、
子
ど
も
た
ち

は
応
援
席
の
テ
ン
ト
の
中

で
行
わ
れ
た
。集
合
し
た
り

整
列
し
た
り
、
応
援
歌
を

歌
っ
た
り
す
る
場
面
は
な

か
っ
た
。

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
中
に
終
わ

る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
100
メ
ー

ト
ル
走
や
学
年
ご
と
の
競
技
は
以

前
と
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
綱
引
き

こ
そ
姿
を
消
し
て
い
た
が
騎
馬
戦

は
復
活
。
ダ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
な
ど

も
披
露
さ
れ
て
、私
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
。

　
　

途
中
で
２
回
ほ
ど
給
水
・
ト
イ
レ

の
た
め
の
時
間
が
あ
り
、コ
ロ
ナ
だ

け
で
な
く
熱
中
症
へ
の
配
慮
も
感

じ
ら
れ
た
。

　
　

そ
ん
な
中
、
上
級
生
も

下
級
生
も
勝
ち
負
け
を

競
っ
て
一
生
懸
命
走
り
、競

技
に
熱
中
し
て
い
た
。大
き

な
声
で
は
な
く
拍
手
や
旗

を
振
っ
た
り
し
て
、
必
死
に

応
援
し
て
い
た
。孫
も
運
動
大
好
き

の
本
領
を
発
揮
し
て
走
り
、よ
さ
こ

い
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
踊
っ
て
、
楽
し

そ
う
だ
っ
た
。
小
学
校
最
後
の
運
動

会
を
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
応
援

し
て
も
ら
っ
て
き
っ
と
満
足
だ
っ
た

と
思
う
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
ど
も
た
ち
と

見
る
人
の
安
全
を
最
優
先
に
知
恵

を
絞
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
運
動

会
。
以
前
と
変
わ
ら
ず
十
分
に
見

ご
た
え
が
あ
り
、最
高
の
運
動
会
だ

と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ト
ン

運
動
会
　

最
高
！

消火器の
　ご確認を！

香南市

消防本部より

　お知らせです！

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

令和４年１１月９日～１１月１５日
秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

令和４年度
全国統一防火標語

ご確認をご　　設置が義務付けられている建物

での旧規格の消火器は交換

が必要です。一般のご家庭

で置いている消火器に

交換義務はありません

が、新規格消火器への

交換を推奨しています。

　
　
　
　

夕
暮
れ
時
・
夜
間
の

　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
！

　
　
　

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　

推
進
月
間
で
す

秋季全国火災予防運動

◆開館時間
　平日９時～17時
　（土・日曜日祝日は閉館）

◆入館料　無料
◆問い合わせ
　香南市文化財センター
　香我美町山北１５５３-１
　☎５４ー２２９６

　香南市文化財センターでは、市内の文化財や天然記

念物、遺跡から出土した土器や石器などを紹介した常

設展をリニューアルしました。企画展「香南市で発見

された古墳」、「日清日露戦争を語るモノ」「吉川・赤岡

２つの化粧地蔵のお話」も同時開催。弥生時代から

近代まで、見どころがたくさんあり

ます。ぜひお立ち寄りください。

香南市

文化財セ
ンター

展示室リ
ニューアル

　オープン
！

２つの化粧地蔵

近近

　
　
　
　

踏
切
事
故
防
止

　
　
　　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

15２０２２.１１ 14 ２０２２.１１


